
疫学研究のお知らせ 

私達は、京都大学健康情報学講座、京都大学医学部附属病院消化管外科、消化器内科、病理診

断科と当科の共同研究で、下記のように疫学研究を実施しております。本研究は京都大学医の

倫理委員会の承認を得た上で、個人情報を特定できない形で過去のカルテ等からのデータ収集

を行っております。しかし、患者さんがご自分の情報を使用して欲しくない場合は、これを拒

否することも可能です。  

・研究計画名  「大腸 SM 癌の転移、再発、予後に関わる因子についての過去起点コホート研究」  
・研究の意義・目的  

大腸 SM 癌における転移、再発、予後に関わる因子を明らかにすること 

・研究対象  

2005 年 3 月から 2015 年 2 月までの 10 年間に京都大学医学部附属病院において大腸癌の外科手

術または内視鏡的切除術を施行された全症例 

・研究の方法  

年齢、性別などの臨床情報および、大腸癌の組織型や転移・再発・最終予後についての情報か

ら解析し、大腸癌の転移・再発・予後に関わる因子を同定します。 

・個人情報保護について 個人情報(個人が特定できるような情報)は厚生労働省の指針に従い厳

重に管理します。研究機関外に提出するデータには氏名などの個人情報は収集されず、本研究

固有の症例番号により連結可能匿名化を実施します。 本研究の研究計画書および研究の方法に

関する資料については、他の研究対象者等の個人情報や知的財産保護の観点から支障がない範

囲で閲覧いただくことが可能です。 

・参加施設 京都大学医学部附属病院  
・参加拒否の自由  参加拒否は自由であり、随時参加の撤回が可能です。それにより不当な医

療上の不利益は発生しません。参加拒否をご希望される場合は、下記にご連絡ください。  
・研究責任者  京都大学 がん薬物治療科 助教 堀松高博  
・本研究に関する問い合わせ  

 ＜診療科としての対応窓口＞ 

京都大学医学部附属病院 がん薬物治療科 堀松 高博 



〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

Tel：075-751-3518 

＜病院の相談窓口＞ 

京都大学医学部附属病院 総務課 研究推進掛 

〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町 54 

Tel：075-751-4899 

E-mail：trans@kuhp.kyoto-u.ac.jp 


